
ミャンマー・シャン州北部地域でのミャンマー・シャン州北部地域での
麻薬撲滅支援麻薬撲滅支援

－蕎麦博士・氏原暉男さんの足跡－－蕎麦博士・氏原暉男さんの足跡－

国際協力機構農村開発部国際協力機構農村開発部

鈴木文彦鈴木文彦



地図
シャン州
北部地域



麻薬生産

多様な
少数民族

僻 地

山岳地帯



地域の民族

• シャン族 ： タイ系、仏教、プロジェクト対象地域に広く分布する

• パラウン族 ： タイ系、山岳民族、仏教、プロジェクト対象地域に広く分布

• コーカン族 ： 中国系民族

• 中国系移住者 ： 元国民党、云南省等からの移住等

• カチン族 ： チベット系、山岳民族、キリスト教

• リショー族 ： 山岳民族、キリスト教

• ミャオ族 ： 山岳民族

• コロンリショー族 ： リショー族とは異なる。中国文化を多く取り入れている。

• その他、ワ、ラフ、ビルマ族

対象地域には多様な民族が居住しており、それぞれ独自の
生活文化、言語を有している。すべてに共通する言語は無
い。最大公約数的に使用されているのは中国語。



民族により家のつくりは異なる。

コーカン族は瓦屋根やコンク
リート製の家

パラウン族は竹で作った茅葺の
屋根が特徴



プレゼンの構成

• 2012年5月訪問時の写真

• ケシが栽培されていた頃の様子（~1999）
• ソバプロジェクト（1999-2004）
• コーカン特別区麻薬対策・貧困削減プロジェ
クト（2004-2010）（緊急支援）

• 同プロジェクト（中長期支援）

• 新しいプロジェクト（2012~2017）（予定）



調査工程
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ケシが存在していた時期１



生活は決して楽でなかった



食糧の自給もでき
ない。

約半年分の食糧
はケシ栽培からの
収入によって町や
国境を越えた中
国側から買ってい
た。



主食はご飯。おかず１品、汁物１品、
漬物などが一般的。

肉がでるのは市の日や祭日に限ら
れる。



ケシ栽培には適した地域

冷涼
人の目が届きにくい



ケシ栽培には適した気候

（1500m～2000m）





2001年シャン州

のケシ栽培

UNODC Opium Survey 2002 より引用



ケシ栽培からの収入*

土地を借りて小作をした場合
通常得られたケシの半分を小
作が得る。

ケシを自分の畑で栽培
平均的収量 ： 1ｴｰｶｰ当りアヘン約3.2kg
アヘンの村落レベル取引価格 ： 1kg＝約2-3000元前後
年間ケシ栽培から得られるｴｰｶｰ当り収入＝約6400～9600元
（US$800~1200)

ケシ農家で働いた場合
１人・15元／日×90日間
＝1350元 (US$169)

*水稲を自分の水田で栽培
収益≒100USD/ｴｰｶｰ
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代替作物（ソバ）栽培支援2



ムセ県
ラオカイ県

チャウメ県

ラショー

①

②

③
④

⑤

⑦

⑥対象県



ソバ＝ケシ同様亜熱帯高標高地帯に適応可能
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ソバ栽培への支援

1997年～2003年の間で、専門
家派遣（延べ8名）、研修員受入
等（9名）。

専門家、現地関係者がともに現
場での技術指導、モニタリングを
実施。



ソバプロジェクト活動現場（技術訓練）

技術訓練は講義、実習タイプ

講義には視聴覚機器とパソコンを持ち込
んでいる。



ソバプロジェクト活動現場（試験研究）

試験研究はラショー、ラオカイで実施。

雨季前栽培試験、収量向上のための施肥反応試験・播種期反応試験、種子品質向上のため
の適正収穫期を検討するための試験等が実施された。

0
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200
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400

500

12.5 kg 20 kg 25 kg 30 kg 50 kg



ソバプロジェクト活動現場（集荷・選別）

プロジェクト技術者が現場に赴き、直接農民
からの種子品質検査を実施。

集荷スタッフへの技術指導も実施。

ラショー、ラオカイの２台の選別機稼
動時にはプロジェクト技術者が選別技
術を指導。



私が子供の頃、日本人は武器を持ってやってきた。私たちは恐れ、逃
げ隠れた。今日、日本人は蕎麦の種を持ってコーカン地区にやって
きた。我々はその支援を歓迎する。 （1999年 彭家富 副主席）

大水塘抗日記念塔（1942年）
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ソバへの
民間企業の
取り組み

（１）

3



ソバへの
民間企業の
取り組み

（2）



ソバ生産の変遷（1999-2006）
栽培面積（ha) 集荷量（トン）

輸出量（トン）日本側買付価格（ドル／トン）



蕎麦栽培の新しい展開

政府主導から民間主導へ

国内加工

国内消費中心
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ケシ撲滅へのコミットメント
を引き出すための支援

（代替作物支援）

ケシ撲滅へのコミットメント
を引き出すための支援

（代替作物支援）

法的統制法的統制

圧
力

誘
導

ケシ撲滅へコミットメント

住民の意識を変える

段階的な撲滅（統制） 代替開発支援
（地域開発）

ケシ収入に依存しないコミュニティ

基礎インフラ
整備

行政
サービス

住民の
能力強化

コミュニティ
組織強化

理想上の麻薬撲滅



ケシ撲滅へのコミットメント
を引き出すための支援
（代替作物支援）

ケシ撲滅へのコミットメント
を引き出すための支援
（代替作物支援）

法的統制法的統制

圧
力

誘
導

ケシ撲滅へコミットメント
住民の意識変革が無いまま

急激な撲滅（統制）

代替開発支援
（地域開発）

基礎インフラ
整備

行政
サービス

住民の
能力強化

コミュニティ
組織強化

危機的状態の発生
逃げ場の無い農民はパニック

現実

緊急的支援の必要性



ケシ栽培撲滅後の危機的状況

平均的な農家は年間を通じて６か月の食糧を何とかかき集めることができ
ている状態。栄養不良の子供たちも顕著になってくる。

可食野生植物の採集

トウモロコシのご飯完熟期を待つことができず、畑
の中の熟しそうな穂から取って
いき食糧を得ている農家

以前、農民はアヘンを売って、
またケシ畑の日雇い労働で収
入を得、コメを買っていた。



医療費が捻出できずに、
治療を受けたり薬を買うこ
とができない。

山村にあった民間医療機
関は閉鎖。

2003年には270人以上がマラリアによって死亡したと報告されている

以前、農民はケシ栽培からの
収入によって民間医療機関に
行き治療を受けていた。



2001年1月

2005年12月

2004年3月

村が経営している学校が閉鎖に追い込
まれ、さらに教育環境は悪化

学費が払えない等の理由で、コーカン
地区で約4000人の学生が退学



コーカン特別区麻薬対策・貧困削減プロジェクト

緊急支援緊急支援 中長期的支援中長期的支援

農業

インフラ改善

教育

保健

生活改善

ﾁｰﾌｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ調整員

危機的状況への対応として、緊急支援（種子・肥料配布、ﾏﾗﾘｱ治
療、蚊帳配布、幹線道路改修）を実施。

その後、住民の自立を促すための中長期的支援中心へとシフト。

支援対象はラオカイ県。

ミャンマー政府行政機関＝コーカン特別区＝JICAの三角連携

4



ラオカイ県対象県



3

緊急支援（種子、肥料の配布）

38 MT of rice and maize 
seeds and 1,047 MT of 

fertilizer to 12,190 ex-opium 
poppy farmers in 239 villages



4

緊急支援（蚊帳の配布）

About 25,000 bed-nets distributed with training almost 
in the whole Kokang







1

緊急支援（道路改修）
(Tarshwetan-Konkyan 43 km)

Before the renovation After the renovation
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(2) Seed Multiplication

(3) Seed Exchange and Diffusion

営農（農業改善）

優良品種の試験

(1) Variety Improvement                                      
(Observation Nursery, Variety Selection)

No. of accession                                                           
Upland Paddy - (25)                     
Maize - (18) 

6



1

Found as promising variety in 2006

736 HH grew in 2007

Found as promising variety in 2007          
In Manlow village tract                               
4 HH grew as trail in 2008                        
87 HH started to grow in 2009

YJ202 variety of paddy QPM of maize

コメ、とうもろこしの品種同定



8

換金作物栽培

お茶栽培

• Tea seedling propagation (Community and Project Nursery)

•Tea distribution with training

• Study tour to Northern Shan state tea farms

• Short Term Expert

Technical advice from JICA expert  
In 2007 and 2009

Study tour to Tanyan and Kyaukme
About 100 farmers visited



クルミ
1) Training of grafting method for farmers
2) Trainings for MAS Staff
3) distribute 3000 grafted walnut seedling   

in 2010

ソバ
1) Technical support  in Kokang and Kyaukme
2) Coordination among farmers, private company (Shwe Yi) and NPO

9



10

有機肥料指導（ぼかし、堆肥）

BOKASHI training                          applied to maize or upland rice in farmer’s practice
Over 1,600 participants 32 villages in Taushwe, Manlow, Minchen, Shaukai and Chuntai
from 2006 to 2010

• BOKASHI training in villages

• Compost making with model farmers and neighbours

• Demonstration plots in model farmer’s farms for FFD to show the 
effects

10
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Project

Animal Dispersal
Committee (ADC)

生計向上（豚リボルディング）

Mr. PProvides pigs 
to beneficiary 
villages.

B village’s 
case

2. Mr. P  pays 
pig purchased 
money & 
interest.

3. ADC selects next 
beneficiaries and 
provides pigs to them.The procedures 

of 1, 2 and 3 
continue in a 
sustainable 
manner.

1. Mr. P  
receives and 
raises pig(s).
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生計向上（手工芸）

1. Promoted traditional Kokang shoes handicrafts such as     
bags and shoes.

2.Conducted training on promoting new Kokang handicrafts in
February 2009.
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Establishment of water supply facilities

生計向上（給水施設整備）

Benefited to almost 500 beneficiaries of households in 4 village
tracts, reducing the burden of water carriers, who are mostly 
women and children.

Provided the beneficiaries easy access to safe water.



マラリア対策

• Provision of 25,000 bed-nets to 12,000 households
• Health education on malaria prevention



学校保健

• Improvement of school environment
• Health education by school teachers 
• Health services by school teachers



地域保健
• Construction of RHSC in Lontan and 

Taushwe (building, water, toilet, delivery 
bed, furniture)

• Conduct of community health advocacy 
meeting with local leaders and teachers

• Support of community health program of 
RHSC with focus on de-worming, 
vitamin A and immunizations

2
(2nd doze)

957067
(3rd doze)

Lontan
RHSC

2009

TTVitamin
A

De-
worming

Immuni-
sation

Laokai
T/S

FY

No. of villagers received health services in FY 2009



学校環境整備

• 5 school renovation (classrooms, hostel, toilet)

Mansar village
FY2006 -FY2007
classrooms, hostel, toilet

Houtaolin village
FY2006 – FY2007
classrooms, hostel, toilet

Niupinzuba village
FY2005
classrooms, hostel, toilet, 
water tank

Taukshwe village
FY2007
classrooms

Yuitan village
FY2008 
classroom, hostel, toilet



識字教育及び教師の研修

• Over 2300 learners at 73 literacy classes (1 round is 
6-8 months) for 28 villages have received literacy 
education

• 1800 learners for basic level and 500 learners for 
middle level

• Literacy teacher’s workshop (199 teachers) and 
development of literacy materials

• Establishment of literacy committees at village and 
village tract levels



日本人が関係者間の触媒に

Officer from Kokang Special Region No.1

Officer from Government of Myanmar

Technical staff from JICA
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コーカン特別区麻薬対策
・貧困削減プロジェクト

コーカン特別区麻薬対策
・貧困削減プロジェクト

危機的状況と緩和 復興期

他の作物同様の技術支援を必要に応じて実施

シャン州北部地域
における麻薬撲滅に向けた

農村開発プロジェクト

シャン州北部地域
における麻薬撲滅に向けた

農村開発プロジェクト

ケシ栽培継続／撲滅 自立発展／安定期

シャン州北部地域における麻薬撲滅支援の歴史

シャン州北部地域
チャウメ、ムセ、ラオカイ

ラオカイ シャン州北部地域
チャウメ、ムセ、

ラオカイ

対象地域

民間への移行支援
政府主導による実施

麻薬撲滅15ヵ年計画

コーカン地区での
麻薬撲滅宣言

代替作物（ソバ）栽培支援代替作物（ソバ）栽培支援

農業

教育

保健

生活改善

緊急支援
・蚊帳/肥料/
種子の配布
・幹線道路
の整備

６



シャン州北部地域における麻薬撲
滅に向けた農村開発プロジェクト

6



ムセ県
ラオカイ県

チャウメ県

ラショー

①

②

③
④

⑤

⑦

⑥対象県







プロジェクト概要

国境省少数民族開発局国境省少数民族開発局

農業局農業局
農業

研究局

農業
研究局

様々な部
局

様々な部
局

ミャンマー国全体ミャンマー国全体

少数民族地域少数民族地域
旧ケシ栽培地域 *対象村落はソバプロジェクト支援地域と同様旧ケシ栽培地域 *対象村落はソバプロジェクト支援地域と同様

①地域の
現状把握

①地域の
現状把握

②代替作物・
栽培技術の

開発

②代替作物・
栽培技術の

開発

③農業普
及の改善

③農業普
及の改善

④代替収入
源の探索

④代替収入
源の探索



プロジェクトの意義

• ミャンマー政府、住民双方からの信頼の上に
成り立つ、麻薬撲滅支援という難題への取り
組み。

• 経済一辺倒の支援が騒がれる中、ミャンマー
と日本の真の協力関係を示す。



ケシ栽培が存在した時期には「麻薬撲滅は国際社会の課題」とミャン
マーに圧力をかけてきた。しかしケシが無くなり地域住民が困った時、
国際社会へ支援を求めたら「ミャンマーの問題」と言われた。（2003
年国境省幹部）



日本政府の過去5年以上にわたる支援の間に果敢地区ではケシ撲滅
を達成できた。その後果敢民族は食糧危機などの苦難に陥ったが日
本の支援はタイムリーだった。日本の方々、日本政府に感謝すると共
に今後の自立支援もお願いしたい。（2006年 ウ・ポンチャーシン）



コーカン地区はソバ栽培も
行っており、国境省のシンボ
ル的地域で、少数民族との和
平を目指すミャンマーの象徴
となっている。
プロジェクトは良き見本とな

るであろうし、メディアに広く
知らせてほしい。
（2012年 Zaw Win国境省副

大臣）



For a better tomorrow for all

For a better tomorrow for all


